
安全第一主義の風土を深耕する取組

ルールだけでは辿り着けない
場所を目指して

令和７年１１月
陸上貨物運送事業労働災害防止大会

ボルテックスセイグン

エグゼクティブアドバイザー

兼 安全品質環境統括部長

宇佐見 和宏



私たちはボルテックスセイグンです

群馬県安中市に本社を置きあらゆるニーズに応えるた
め危険物（温度管理含む）・低温倉庫・陽圧（防塵）倉
庫等を備えた物流センター群を構え
幹線輸送や危険物輸送の他国際化に対応するため通
関施設や特定保税承認者の許可も受けています。

2本社物流センター 



現在の物流センター・営業所一覧

本 社

群馬県
安中市

本社物流センター 昭和５９年 ４月

人見物流センター 平成 ９年 ５月

横野平物流センター 平成１７年１１月

中野谷危険物倉庫 平成２４年 ２月

鷺宮物流センター 平成２６年１１月

千葉営業所

昭和５６年１０月

千葉県市原市

白河営業所

昭和６０年５月

福島県白河市

上越物流センター

平成１０年３月

新潟県上越市

長野営業所

平成１９年１０月

長野県千曲市

3９拠点 ５３２名



■労働災害の防止対策

機器の養生

システムの工夫

ハードの対策

ト ー タ ル な 取 り 組 み

作業手順書の

作成・実行・確認

作業環境の４Ｓ

ソフトの対策

健康確認

ＫＹＴ

指差し呼称

ヒューマンの対策

ウッカリ

近道・省略



安全活動 （ハード対策）
ドライブレコーダーの監視や同乗指導

□運転に対する癖、習慣

 □安全運転に対する欠如事項

 □安全運転の方法

 □危険予知運転の方法

 □デジタコでは見えない実際の
運転方法

レ

レ

レ

レ

レ



安全活動 （ハード対策）
真因の追求（本当の原因を実画像で判断し対策する）



安全活動 （ハード対策）
設備の安全化

現在ボディー発注時に手すりと開閉式のステップを特注している。
（トラックボディーは、一般的には受注生産と成っており、
安全対策は施されていない。
メーカーの既製ボディー車両も同様である。）



安全活動 （ハード対策）
設備の安全化
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ＡＥＤは全拠点１４箇所に配置

安全活動（備え）



トピックス

個人情報

月次防災訓練が
生かされました



ソフト対策
定着管理  （社内研修会（労案法60条の2））



□ 指差呼称による作業点検

    
    □ 搬送実技

ソフト対策 定着管理 （実技講習会）

フォークリフトの安全
操作等のビデオ鑑賞

始 業 点 検

運転実技評価



ソフト対策定着管理



ソフト対策定着管理

品質に係る会議

１．ＱＣミーティング

２．デザインレビュー

３．ＳＱＥ会議

４．安全衛生委員会

５．ＭＳ推進委員会



ヒヤリハット新聞ソフト対策 情報提供



脂質異常症を改善するには？その①

《食事》

コレステロールを上げる食品を控え、下げる食品を積極
的に。砂糖や果物などの糖質とアルコールの摂りすぎに
も注意。

コレステロール値を上げる コレステロール値を下げる

健康管理室便りソフト対策 情報提供



ルールの見える化

フォークリフト作業ルール

１．荷扱いは丁寧に

２．爪先に注意

３．安全なスペース確保

４．嵩高貨物は養生してから移動

５．走行は慎重に

ソフト対策



ルール見える化（個別教育マニュアル）

■事故やヒヤリハットを元に

マニュアルを作成蓄積したデータを
活用し教育資料としている

不具合の見える化

ソフト対策



人は、どの位覚えているか

繰り返し教育の必要性

ヒューマン対策



ヒューマン対策定着管理 （社内研修会ＫＹＴ）



ベクトルを合わせる（指差し唱和）

＊交通安全標語

運転は 心の余裕と車間距離

今日も一日安全運転 ヨシ！

＊作業安全標語

そのヒヤリ 放置しないで

報・連・相（ほうれんそう）

活かしてつながるゼロ災害 ヨシ！
最優秀作品は
毎年ボルテックス
カレンダーに掲載

ヒューマン対策



口廻りの咬筋と
腕の筋肉内の
筋紡錘は
脳に刺激を
与える

意
識
の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
に
有
効

人の意識レベル



ヒューマン対策 指差し呼称（推進委員会）



指差し呼称推進委員
パトロール報告

個人情報



（月次防災訓練）

ヒューマン対策



ヒューマン対策 外注先の品質向上を図るため

協力会社への教育協力



協力会社への教育協力



トラック運送業における人材の状況
データは公益社団法人全日本トラック協会作成資料

さらに一歩 深耕



当社におけるドライバーの状況
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【セイグン本社ドライバーの年齢構成
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さらに一歩 深耕



・ドライバー不足で、高齢者の雇用延長を検討開始。
業務内容を検討し、作業負荷、労働時間、安全管理等から、
能力基準の明確化と、健康管理を行う必要性がある。
・高齢者は体調変化し易く、毎回点呼時に能力チェックを行い、
当日の運行が可能かを、点呼で確認・記録したい。
・しかし、今の市販のIT点呼システムは対応していない。

 高齢者等ＩＴリテラシーの低い人にも使いやすく

 自ら運行可能と申告できる点呼システムを開発し

 高齢者の業務能力を管理者が承認し、働ける仕組み

Ｈ24年度高齢・障害・求職者雇用支援機構との共同研究
現場での問題点

研究企画案
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（ＩＴ点呼）さらに一歩 深耕



運行指令機能付IT点呼システム（運転手側）

特許審査中

・コストを下げるために、タッチパネルのタブレット端末を採用

・個人ＩＤ入力を簡略化し、静脈認証で簡単にログイン

・運行前の健康状態を血圧及びアルコール濃度を申告し記録管理

・運行内容の確認実施。結果を一運行毎に点呼簿に記録印刷31

血圧測定器

アルコール検知器 タブレット

静脈認証装置

カメラ

（ＩＴ点呼）さらに一歩 深耕



運行毎に指令事項の理解度チェック

納品先ごとのチェック事項を
ドライバーが操作しながら確認

32

画面タッチ確認

（ＩＴ点呼）さらに一歩 深耕



（ＩＴ点呼）

33

対面しないと
行えない仕組み

運行管理者

ドライバー

さらに一歩 深耕



• ドライバー高齢化の中で、疾病起因の事故が増加。
• 公共の道路で仕事をしている運送事業者の責任
•未然に事故を防止するため、一人一人の疾病を把握し
健康管理の徹底を図る必要性がある。

• しかし、離れた事業所従業員の健康管理は困難

保健師により、本人の日常健康データに基づく

遠隔地でも健康指導できるシステムを開発したい

Ｈ25-26年度高齢･障害･求職者雇用支援機構との共同研究
現場での問題点

ドライバーがより長く働ける仕組み

研究企画案

34

（健康指導）さらに一歩 深耕



 

遠隔健康指導システム（保健師側）

35

形式の異なる定期健康診断
データを一括管理

メタボ指標などの社内基準に
基づきイエローカード表示

保健指導日、指導時間をスケ
ジュール管理可能

再検査指導機能、及び再検査
促進のための文書発行機能有

健康管理の
企業風土形成

指導相手の動画像

志向性マイク

（健康指導）

特許出願中

さらに一歩 深耕



健康管理室 ＊平成２４年～

36

（健康指導）
個人情報

個人情報

個人情報

個人情報

個人情報

さらに一歩 深耕



健康管理室 ＊平成２４年～
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（健康指導）
個人情報

さらに一歩 深耕



健康管理室 ＊平成２４年～

自分の努力で、長く働ける仕組み38

対面健康相談

（健康指導）

20分～30分／回の問診。最適な健康づくり「行動目標」を共有

さらに一歩 深耕



道路貨物運送事業における男女比

総務省労働力調査より作成

万人

単位・万人

総就業者数 輸送･機械運転従事者数
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さらに一歩 深耕



＊平成２７年１月オープン

社員の働きやすい
環境を整備

子供を育てつつ仕事を
女性社員を応援

事業所内託児所の開設さらに一歩 深耕



■委託先の後閑あさひ福祉会は、３事業所で保育事業を展開。

■現在200名を超える利用者。30年来地域の子育て支援を実施。

（１）有資格者による安定した保育サービスの実施

（２）国の基準である保育所保育指針を順守

（３）きめ細やかに対応できる給食（アレルギー対応も可）

→ 弊社託児所にも、 13年のベテラン保育士を主任として配置

地域の社会福祉法人へ保育園を業務委託



＊平成２７年４月安中市認可

子ども子育て支援新制度活用

全国第1号

開園当初から認可対応型設計に

認可保育園として地域へ貢献

現在、７名のお子様
①グループ社員：３名
②地域から：４名

→より良い職場を目指して

グループ社員向け
利用者補助制度有り



SDGｓ：人材が不足する物流業を、持続可能な産業にする

次世代モビリティを組み合わせたデジタルサービスの構築

物流DX デジタルヘルス 観光DX

・IT点呼システム
・遠隔健康指導
・AI健康管理
・自動トラック連動

・EVレールカート
・スローモビリティ
・速度制御技術
・位置把握技術

・自動トラック
・自動荷役システム
・AI在庫管理 等

共同研究領域

自動運転車両などの次世代モビリティの活用を前提とした
先進的な流通ソフトウェアの仕様作成・開発・提供を実施。
群馬県内を中心に、各団体組織を通じた流通業界へ普及展開。

群馬大学との
産学連携協定

さらに一歩 深耕



※倉庫内作業を、自動フォークリフト・移動ラックで安全・自動化

物流メーカーと共同で無人搬送システムを開発

自動フォークリフト及び
移動ラック活用による

入庫作業と出庫作業の省力化。

人と機械の稼働エリアを分離により
安全作業を実現

R3年4月 群馬県より「SDGs
ぐんまビジネスプラクティス」
事例として選定

⇒物流業の人手不足に対応した
持続可能性が評価

この自動荷役システムを元に、
群馬大学と「AI在庫管理システム」を研究開発中

平成30年～令和元年
経産省事業

さらに一歩 深耕



令和４月2月 完全無人自動走行（Lv4相当）実証実験に成功

専用タブレットで無人トラックを操作

安中市長、経産省、国交省を入れての
実証実験テープカット

国内初の場内搬送用無人トラックの開発

令和２年～令和３
年

経産省事業

移動/停止
指示

日本経済新聞でも取り上げられました。
更に、令和4年10月より公道横断の実証実験もスタート
し、無人搬送トラック実用化が進んでいます。

さらに一歩 深耕



©Hitachi Automation, Ltd. 2025. All rights reserved 

さらに一歩 深耕

パレット段バラシ機

パレット搬送コンベア

ワークトレイ搬送コンベア

産業用ロボット
3Dビジョンカメラ付きロ
ボットハンド

3Dビジョンカメラ

バーコードリー
ダー



ご静聴ありがとうございました。
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